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1 学内環境整備の取り組み 使用エネルギーの管理
省エネ推進のため、電気、ガス、水道
等の使用量を月毎にモニタリングを
しています。

○ ○ 大学全体

2 学内環境整備の取り組み
DHC（地域冷暖房）の利
用

名古屋校舎 / DHC（地域冷暖房）
からの熱供給により、電気使用量の
削減に努めています。

○ ○ 名古屋校舎

3 学内環境整備の取り組み 遠隔会議の実施
地球温暖化の原因とされる温室効
果ガス削減のため、移動を極力抑制
した遠隔会議を実施しています。

○ ○ 大学全体

4 学内環境整備の取り組み

キャンパス維持のため
に樹木の剪定をし、それ
らをチップにしてキャン
パスに戻す取り組み

豊橋校舎 / 樹木の間引き伐採や高
木の枝を剪定し、それらをチップに
した後、手付かずのエリアにチップ
を戻し、自然豊かなキャンパスづく
りを進めています。

○ ○ 豊橋校舎

5 学内環境整備の取り組み
解体した建物の床を別
教室に再利用

豊橋校舎 / 築50年の建物を解体
する前に、教室床材をはがし、それ
らを再加工して別教室の扉に利用
しました。木目の温かい空間づくり
に役立ち、好評を得ています。

○ ○ 豊橋校舎

6 学内環境整備の取り組み
ALL Gender トイレ
(誰でもトイレ）の設置

豊橋校舎 / 逍遥館2階トイレ、第2
サークル棟トイレ改修時に、ALL
Gender トイレ(誰でもトイレ）を新
設しました。

○ 豊橋校舎

7 学内環境整備の取り組み
公益通報等及び研究上
の不正行為に係る申立
て等の対応

公正な学内環境の構築のために、
公益通報等及び研究上の不正行為
に係る申立て等に係る規程を整備
し、窓口を設置しています。

○ 大学全体 参考URL

8 学内環境整備の取り組み
同一労働同一賃金への
対応

雇用形態別の格差の是正に努めて
います。

○ ○ 大学全体

9 学内環境整備の取り組み ペーパレス会議の推進
各種会議において、タブレットを利
用した資料提供を行い、紙資源の節
約に努めています。

○ ○ ○ 大学全体

10 学内環境整備の取り組み
電子申請システムの利
用

e-Gov、eLTAX、e-Tax等を利用
して紙資源の節約に努めています。

○ ○ ○ 大学全体

11 学内環境整備の取り組み
ワークフローシステムの
利用

各種決裁のワークフロー化を進め、
紙資源の節約に努めています。

○ ○ ○ 大学全体

愛知大学におけるSDGsへの取り組み一覧
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12 学内環境整備の取り組み
勤怠管理システムの利
用

不要な紙書類の排除による生産性
向上に努めています。

○ ○ ○ ○ ○ 事務局

13 学内環境整備の取り組み 感染症対策
コロナ禍において感染症対策のた
め、キャンパス内に空気清浄機を
200台設置しています。

○ 大学全体

14 学内環境整備の取り組み
クールビズ・ウォームビ
ズの実施

地球温暖化の原因とされる温室効
果ガス削減のため、クールビズ・
ウォームビズを実施しています。

○ ○ 大学全体

15 学内環境整備の取り組み ノー残業デーの実施
実労働時間の適正化の観点から、
毎週火曜日に「ノー残業デー」を実
施しています。

○ ○ 事務局

16
社会連携・地域貢献のた
めの取り組み

ささしまライブクリーン
デー（地域の清掃活動）
の実施

名古屋校舎 / 地域の環境維持活動
の一環として、毎週、清掃活動を実
施しています。

○ ○ 名古屋校舎

17
社会連携・地域貢献のた
めの取り組み

清掃活動
学生ボランティアサークルのジョウ
ナー・ボランティアが週1回、学内周
辺の清掃活動を行っています。

○
クラブ・サークル（ボ
ランティア団体）

18
社会連携・地域貢献のた
めの取り組み

フェアトレード商品（FT）
の開発

学生サークルの国際協力団体
SEEDが2023年8月にタイ養護施
設を訪れ、現地の子供達と一緒に
FT商品を開発しました。開発した商
品は各種イベントにて販売していま
す。

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
クラブ・サークル（ボ
ランティア団体）

19
社会連携・地域貢献のた
めの取り組み

フェアトレード推進

学生サークルの国際協力団体
SEEDが障害者雇用をしているパ
ン店「わっぱん」で取り扱いのある、
原材料にフェアトレード商品を含む
パンを学内・学外イベントで販売し、
フェアトレードの推進をしています。

○ ○ ○
クラブ・サークル（ボ
ランティア団体）

20
社会連携・地域貢献のた
めの取り組み

ペットボトルキャップ回
収

学生サークルのエコビジネス研究会
がペットボトルキャップの回収箱を
学内に多数設置し、回収している。
回収したキャップは、業者を通して
寄付し、途上国の子どもたちへワク
チンを寄付しています。

○ ○
クラブ・サークル（ボ
ランティア団体）

21
社会連携・地域貢献のた
めの取り組み

寄付品の仕分け

学生ボランティアサークルのジョウ
ナー・ボランティアが障害者施設で
暮らしている子どもたちに寄付品
を渡すため、寄付品の仕分けをし
て、施設の方にお渡ししています。

○ ○ ○ ○ ○
クラブ・サークル（ボ
ランティア団体）
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22
社会連携・地域貢献のた
めの取り組み

子ども食堂支援
学生ボランティアサークルのSLAが
名古屋市内3か所にて、子ども食堂
支援をしています。

○ ○ ○ ○ ○
クラブ・サークル（ボ
ランティア団体）

23
社会連携・地域貢献のた
めの取り組み

獣害問題解決

学生サークルの国際協力団体
SEEDが2023年9月28日に岐阜
池田山を訪れ、猟師と交流し、地域
の課題解決を考えるプログラムに
参加しました。

◯ ◯ ◯
クラブ・サークル（ボ
ランティア団体）

24
社会連携・地域貢献のた
めの取り組み

寄付活動
学内で出た落とし物を生活困窮者
支援をしている団体に寄付してい
ます。

○ ○ ○ ○ 名古屋学生課

25
社会連携・地域貢献のた
めの取り組み

スポーツ公開講座の開
講

中国発祥の中国武術と太極拳の普
及と愛好者の技術向上と健康増進
を目的とする地域貢献事業をして
います。

○ 名古屋体育研究室 参考URL

26
社会連携・地域貢献のた
めの取り組み

健康づくり運動教室の
開催

地域住民を対象とした健康づくりを
支援する地域貢献事業をしていま
す。

○ 名古屋体育研究室

27
社会連携・地域貢献のた
めの取り組み

可動都市機能に関する
実証的共同研究

全国各地で開催される軽トラ市を
対象に、人口減少社会における都市
の商業機能の持続性確保について
検証するとともに、軽トラ市の維
持・発展を通じた地域活性化を目指
します。

○ ○ ○ ○
三遠南信地域連携
研究センター

28
社会連携・地域貢献のた
めの取り組み

「越境地域マネジメント
研究」を通じて縮減する
社会に持続性を生み出
す大学

文部科学省私立大学研究ブラン
ディング事業における研究事業を
引き継ぎ、条件不利益地域である
全国の県境地域を対象に、三遠南
信地域での地域振興に関する事例
研究を通じた情報提供や地域相互
連携を行います。

○ ○ ○ ○
三遠南信地域連携
研究センター

参考URL

29
社会連携・地域貢献のた
めの取り組み

外国人居住地域におけ
る法律支援

外国人が多く居住する地域で、法律
講座や無料法律相談会を行い、外
国人の福祉に寄与しています。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 法務研究科 参考URL

30
社会連携・地域貢献のた
めの取り組み

グローバル企業向け外
国法講座の提供

グローバル企業向けに外国法入門
出張講座を実施しています。

○ ○ 法務研究科 参考URL

31
社会連携・地域貢献のた
めの取り組み

旧名古屋オーシャンズア
リーナの活用方法の検
討

名古屋市と協力して旧名古屋オー
シャンズアリーナの利用を増やすた
めの方策を検討しています。

○ ○ 経営学部

32
社会連携・地域貢献のた
めの取り組み

新城市の太陽光発電促
進のための研究

新城市と協力して、太陽光発電が地
域住民に理解されやすくなる方策
を検討しています。

○ ○ ○ 経営学部
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33
社会連携・地域貢献のた
めの取り組み

学外での公開講座の開
催

SMBCパーク栄を会場とし、
SMBC（三井住友銀行）の顧客を対
象とした教養セミナーを開催してい
ます。

○
名古屋一般教育研
究室

34
社会連携・地域貢献のた
めの取り組み

受託研究

本学教員が、名古屋大学からの受
託研究（総委託元：トヨタ自動車㈱）
により、「異種のオープンデータを
利用した事故リスクを含む地理的特
徴量の推定」の研究に取り組んでい
ます。

○
研究委員会（名古屋
研究支援課）

35
社会連携・地域貢献のた
めの取り組み

助成金寄付による
研究

本学教員が、公益財団法人電気通
信普及財団からの研究調査助成金
の寄付により、「災害情報共有シス
テムの統合および標準化に向けた
政策的課題に関する研究」に取り組
んでいます。

○
研究委員会（名古屋
研究支援課）

36 意識醸成のための取組み
幸福についてのシンポ
ジウムの開催

2020年度に幸福についての領域
横断的なシンポジウムを開催し、幸
福についての多角的検討を加え、幸
福への道への示唆を与えました。

○ 人文社会学研究所 参考URL

37 意識醸成のための取組み
一般聴衆に開かれた啓
発的なシンポジウム、講
演会の開催

年度ごとに開催するシンポジウム講
演会を一般聴衆に開かれたものと
することで、多くの人への学びの機
会を提供しました。

○ 人文社会学研究所

38 意識醸成のための取組み
仕事のやりがい有意義
性についてのシンポジ
ウムの開催

2020年度に仕事のやりがい、有
意義性についての領域横断的なシ
ンポジウムを開催し、仕事のやりが
い、有意義性についての多角的検
討を加え、やりがいのある仕事の実
現のための示唆を提供しました。

○ 人文社会学研究所

39 意識醸成のための取組み オープンカレッジ
多様性、ジェンダー／セクシュアリ
ティにかかわる社会問題について
の公開講座を実施しています。

○ ○ 法学部

40 意識醸成のための取組み
学内での公開講座・ワー
クショップの開催

名古屋一般教育研究室教員をはじ
め、学外より講師をお招きして講
演・ワークショップを開催していま
す。

○
名古屋一般教育研
究室

参考URL

41 意識醸成のための取組み
東亜同文書院に関する
研究

東亜同文書院の教育や国際友好に
関する研究、展示及び情報発信を
行い、国際平和や交流の重要性を
研究しています。

○ ○
東亜同文書院大学
記念センター

42 学部、機関別の取り組み K-conの開催
学生が自身の国際経験をプレゼン
し、その内容を教員が審査するコン
テストを開催しています。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国際コミュニケー
ション学部

4 / 5 

https://taweb.aichi-u.ac.jp/irhsa/sp/%E6%9C%80%E7%B5%82%EF%BC%9A%E5%B9%B8%E7%A6%8F%E3%82%B7%E3%83%B3%E3%83%9D%E3%83%BB%E3%83%95%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%83%A4%E3%83%BC.pdf
https://totoro.aichi-u.ac.jp/ippan/Seminar/seminar.php
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愛知大学におけるSDGsへの取り組み一覧

No. カテゴリー SDGsの取組み 取組みの概要

SDGs17の目標（該当するものに○）

取組単位
（参考）

取り組みの内容が
分かる資料

43 学部、機関別の取り組み パブフェスの開催
経営学部で学生のプレゼンテーショ
ン大会「パブフェス」を毎年開催して
います。

○ 経営学部

44 学部、機関別の取り組み 語学資料の貸し出し
学生が新たに購入しなくても済む
よう、各語学検定テキストを貸し出
し、資源削減を目指しています。

○ ○ ○ 語学教育研究室

45 学部、機関別の取り組み 国連難民映画祭の実施

UNHCR（国連難民高等弁務官事
務所）主催の難民映画祭への参加を
通じて、難民問題への啓発運動に取
り組んでいます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

国際コミュニケー
ション学部・国際コ
ミュニケーション学
会

46 学部、機関別の取り組み
世界を知るワークショッ
プの実施

学生主体でワークショップを実施す
ることを通じて、国際理解教育のよ
り一層の充実を図っています。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

国際コミュニケー
ション学部・国際コ
ミュニケーション学
会

47 学部、機関別の取り組み 企業調査の実施
教員による合同企業調査を毎年実
施しています。

○
経営総合科学研究
所
（経営学部）

48 学部、機関別の取り組み
時代に応じた、質の高い
教育環境の配備

ネット環境を利用したPCとモニタリ
ングを中心とした授業(プレゼン）を
積極的に推進しています。

○ ○ ○ ○
豊橋語学教育研究
室

49 学部、機関別の取り組み
現代時事に関する書籍
や資料の展示

世界情勢や、出来事（天災や政治・
スポーツ）に関心をもってもらえる
よう、様々な特集を組んでいます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊橋語学教育研究
室

50 学部、機関別の取り組み
推薦入試合格者に向け
た入学前教育

本学推薦入試合格者に入学前教育
の一環としてネット環境を用いた英
語e-ラーニング教育を実施してい
ます。

○ ○ ○
豊橋語学教育研究
室

51 情報公開に関する取組み
学内研究者への学外研
究助成等の情報提供

研究支援の一環として学外研究情
報を学内研究者に提供しています。
環境財団からの助成に応募し、助成
を獲得した実績があります。

○ 豊橋研究支援課

52 情報公開に関する取組み
国連SDGｓの地域社会
における産学官連携に
よる推進に関する研究

同左の国研研究プロジェクトの研究
成果を「紀要」第160号、第163号
において発表しました。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 国際問題研究所 参考URL
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https://aichiu.repo.nii.ac.jp/search?page=1&size=20&sort=custom_sort&search_type=2&q=15

